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　「祭りをやってほしい」という気持ち
があっても、口には出せない２年間だっ
たのではないでしょうか。今年は、市民
や企業の皆さんの意見を聞く中で、多く
の方から開催してほしいという思いを受
け取り、３年ぶりの開催に至りました。
　今回は皆さんに安心して楽しんでいた
だくため、感染対策として出店数の縮小
や飲食スペースの設営など、普段とは変
更した部分があります。
　鮎まつりは、私たち市民の心に根付い
た大切な文化です。今年も「開催して良
かった」と思えるよう、ぜひ皆さんの感
染予防への協力をお願いします。そして
後世に私たちの思いを伝えていけるよ
う、思い切り楽しみましょう。
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楽しい祭りに

中村幹夫実行委員長

あつぎ鮎まつり
実行委員会

（75・上依知）

基本的な感染対策を

熱中症の心配
がないときは
マスク着用

体調が悪い場合
は来場しない

食べ歩きは禁
止。飲食は決
まった場所で
黙食

小まめな手指
消毒を

20222022

No.No.1380138013801380

8888 1111
Public Relations Paper Atsugi City


